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９月の町議会定例会で、令和４年度の決算が認定されました。

今回は、令和４年度の主な事業を、総合計画の７つの基本目標に基づき
ご紹介します。
また、斑鳩町の財政状況についてもご紹介します。

【問合せ】政策財政課（☎内線253）

⃝消防指令車を更新
⃝拡張性・汎用性の高いデジタル防災行政無線システムを構築
⃝�新型コロナウイルス感染症や物価高騰の影響を受けている町
民や町内事業者への支援を図るため、水道料金の基本料金を
一定期間免除
⃝�河川への雨水の急激な流出を抑制し、浸水被害の軽減を図る
貯留施設の整備に向け、測量設計等を実施

⃝�デジタル技術を活用し、町民の質問に対してAI が自動応答するAI チャットボットを導入
⃝�マイナンバーカードを用いて申請を行うことが想定される子育てや介護等の手続きのオンライン化を可能
とする申請管理システムを構築
⃝�斑鳩町町営住宅長寿命化計画に基づき、長田団地Ｂ棟の屋根および外壁等改修工事を実施

⃝�目の異常の早期発見・治療につなげるため、３歳児健診に精度
の高い屈折検査機器を導入

⃝�保護者の利便性向上などを図るため、町立保育所に保育支援シ
ステムを導入

⃝�小中学校および幼稚園の和式トイレの洋式化および自動水栓
や自動照明への切替など感染症対策を実施

⃝�物価高騰等に対応するため、小中学校給食費の一定期間無償化
や小中学校および幼稚園の給食補助金増額の実施

⃝�令和６年４月開園予定の幼保連携型認定こども園の整備を支
援

消防指令車

保育支援システム

令和令和44年度年度 決算報告決算報告

安全・安心にくらせるまちにします1

コンパクトで質の高い持続可能なまちにします2

子どもの未来が輝くまちにします3
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⃝�集団・個別接種により新型コロナウイルス感染症のワクチン
接種を実施
⃝�聴力機能低下により日常生活に支障がある高齢者に対し、補
聴器購入費用の一部を助成
⃝�利用者が自ら操作して本の貸出が行える図書館の自動貸出シ
ステムを整備
⃝�町内在住の家族を対象にいかるが溜池ふれあいファミリー
ジョギングを開催

⃝協働のまちづくり活動提案制度により、住民活動団体の事業に補助金の交付や事業協力を実施
⃝ふれあい交流センターいきいきの里の空調設備を更新
⃝二十歳という人生の節目を迎える未来を担う青年の門出を祝い励ますため、二十歳のつどいを開催
⃝（仮称）龍田西地区地域交流館の整備に向け、用地取得や建物の設計を実施

⃝�聖徳太子を偲
しの
び、斑鳩町への誇りと愛着を深めるために、「和

のあかりと未来へのひかり」を実施
⃝�新型コロナウイルス感染症や物価高騰の影響を受けている町
民生活を支援し、地域経済の回復につなげるため、町内店舗
で利用できる「斑鳩町生活応援券」を発行
⃝�本町での創業を促進することで観光および産業の振興を図る
ため、創業支援員による相談等の創業支援事業を実施
⃝�いかるが溜池周遊道路の来訪者用駐車場を整備

⃝いかるがホール小ホールの音響機材等を更新
⃝�昭和54年に発刊された斑鳩町史について、近年発展のあった事項を記述するとともに、誰にでも読みやす
いように編さんし、「新修　斑鳩町史　上巻」を発刊
⃝�史跡中宮寺跡の活用を促進するため、ゴールデンウィークの時期に文化財関連のイベントを開催し、町民
から提供されたこいのぼりを掲揚

ファミリージョギング

和のあかりと未来へのひかり

誰もが健やかに生き生きとくらせるまちにします4

つながりを大切にするまちにします5

魅力に満ちた活力あるまちにします6

悠久の歴史と文化、自然を大切にするまちにします7
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7億2,725万円の黒字
※「歳入」-「歳出」-「翌年度への繰越」

前年度比

前年度比�１億２，８９９万円 前年度比�２億２，２２１万円

▲６，８３５万円
▲８．６％

＋1.1％ ＋2.1%

114億1,034万円 106億5,541万円歳入 歳出

※表中の金額は、表示単位未満を四捨五入して表示しているため、合計、差し引きとその内訳が一致しない場合があります。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 収支差引額
一 般 会 計 114億1,034万円 106億5,541万円 7億5,493万円
国民健康保険事業特別会計 28億8,215万円 29億3,357万円 ▲5,143万円
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

（保険事業勘定） 25億6,983万円 24億6,467万円 1億0,517万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
（介護サービス事業勘定） 1,332万円 1,073万円 259万円

後期高齢者医療特別会計 5億5,628万円 5億5,621万円 7万円
合　　　計 174億3,193万円 166億2,059万円 8億1,134万円

地方交付税
国が配分したお金
32億3,822万円

国・県支出金
25億4,773万円

繰越金
8億4,816万円

地方消費税交付金
　地方消費税から
　配られたお金
5億5,794万円

従来分 ２．3億円
社会保障財源分
 3.3億円

地方交付税
国が配分したお金
32億3,822万円

国・県支出金
25億4,773万円

繰越金
8億4,816万円

地方消費税交付金
　地方消費税から
　配られたお金
5億5,794万円

従来分 ２．3億円
社会保障財源分
 3.3億円

町債
　国や銀行から
　借りたお金
4億5,740万円 諸収入 1億5,587万円

使用料および手数料 1億5,626万円

その他 3億5,004万円
［森林環境譲与税　302万円］

町税
30億9,872万円

町民税 15.4億円
固定資産税 12.2億円
都市計画税 1.3億円
　　　　　　　　　など
※都市計画税は、目的税
　として下水道の整備な
　ど都市計画事業にあて
　られます。

扶助費
　医療費助成金など
20億5,055
万円

人件費
19億369万円

繰出金
　国民健康保険などの
　特別会計への支出
13億2,185万円

補助費等
　各種団体への補助金や
　負担金など
14億4,489万円

公債費
　借りたお金の返済
9億1,369万円

普通建設事業費
　道路・施設の整備など
8億789万円

維持補修費
　施設の修理など
9,455万円

積立金 2億4,614万円

貸付金 13万円

物件費
　光熱水費・消耗品費・
　委託料など
18億7,203万円

人件費
19億369万円

繰出金
　国民健康保険などの
　特別会計への支出
13億2,185万円

補助費等
　各種団体への補助金や
　負担金など
14億4,489万円

公債費
　借りたお金の返済
9億1,369万円

物件費
　光熱水費・消耗品費・
　委託料など
18億7,203万円

令和
４年度 斑斑鳩町の鳩町の財財政状況政状況

一 般 会 計 決 算

会 計 別 決 算
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■
実
質
単
年
度
収
支

　
そ
の
年
の
収
入
で
そ
の

年
の
支
出
を
賄
う
こ
と
が

で
き
た
か
を
示
す
指
標
。

当
該
年
度
の
実
質
収
支
か

ら
前
年
度
の
実
質
収
支
を

差
し
引
い
た
「
単
年
度
収

支
」
か
ら
、
黒
字
要
素
で

あ
る
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政
調
整
基
金
積
立

金
や
、
赤
字
要
素
で
あ
る
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立
金
取
崩
額
の
影
響
を
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映
さ
せ
た
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を
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ら

わ
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。

■
経
常
収
支
比
率

　
財
政
状
況
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
。
経
常
的
な
一

般
財
源
（
町
税
や
普
通
交

付
税
な
ど
）
に
対
し
て
、

固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経

費
（
人
件
費
や
扶
助
費
、

公
債
費
な
ど
）
に
使
わ
れ

た
一
般
財
源
が
占
め
る
割

合
を
あ
ら
わ
す
。

　早期健全化基準以上と
なった場合には、財政健全
化計画または財政再生計画
を策定し、財政再建に取り
組む必要があります。斑鳩
町ではすべての指標におい
て「早期健全化基準」を大
きく下回っています。
　今後も財政の健全化に努
めていきます。

　
基
金
残
高
が
増
加
す
る
な
か
、
町
債
残
高

は
年
々
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
平
成
30
年

度
と
比
較
す
る
と
約
14
億
８
千
万
円
、
単
年

度
平
均
で
約
３
億
７
千
万
円
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
運
営
の
良
し
悪
し
を
判
断
す

る
指
標
と
し
て
、
実
質
単
年
度
収
支
と
経
常

収
支
比
率
が
あ
り
ま
す
。
実
質
単
年
度
収
支

は
、
平
成
30
年
度
以
降
は
４
年
連
続
で
黒
字

と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
は
、
令
和

３
年
度
の
実
質
収
支
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
や
物
価
高
騰
対

策
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
経

常
収
支
比
率
は
、
平
成
30
年
度
と
比
較
す
る
と
2.4
ポ
イ
ン
ト
改
善

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
各
種
事
業
の
見
直
し
な
ど
に

よ
る
経
常
的
経
費
の
縮
減
や
歳
入
の
確
保
を
徹
底
し
、
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

指　　　　　　標 令和４年度 早期健全
化基準

財政再生
基準

実質
赤字比率

標準財政規模に対して、一般会
計などの赤字が占める割合 赤字

なし

14.17% 20%

連結実質
赤字比率

標準財政規模に対して、すべて
の会計の赤字が占める割合 19.17% 30%

実質公債
費比率

標準財政規模に対して、地方債
（国や銀行などからの借入金）
の1年間の返済額が占める割合

7.8％
（前年度比+0.5％） 25% 35%

将来負担
比率

標準財政規模に対して、将来負
担すべき負債の割合

18.6％
（前年度比▲6.3％） 350%

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000
（万円）

基金・町債の推移

452
8,736 9,071

58,294

△ 6,655

-10,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度

実質単年度収支の推移（万円）

93.6 93.3 93.2

89.5

91.2

89.0
89.5
90.0
90.5

91.0
91.5
92.0
92.5

93.0
93.5
94.0

30年度 元年度 2年度 3年度 4年度

経常収支比率の推移（％）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
■�基金
（貯金） 250,155 252,607 253,236 284,981 308,284
■�町債
（借金） 888,954 873,687 831,129 783,894 740,906

■�基金（貯金）　　■�町債（借金）

健 全 化 判 断 比 率 いずれの指標も国の基準を下回り、財政状況は健全 !

一 般 財 政 指 標会 計 の
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令
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４
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度
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各
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決
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各
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決
算
審
査

■ 

審
査
の
結
果

　
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計
お
よ
び

各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
、
歳
入

歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支
に

関
す
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書
お
よ
び
財
産
に
関
す
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書

の
各
計
数
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
調

製
さ
れ
、
誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。

　
ま
た
、
各
基
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運
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に
つ
い
て

も
計
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に
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り
な
く
、
適
正
に
運
用
さ
れ

て
い
る
も
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と
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め
ら
れ
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。

令
和
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令
和
４
年
度

健
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査

健
全
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判
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等
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査

■ 

審
査
の
結
果

　
審
査
に
付
さ
れ
た
健
全
化
判
断
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率
・

資
金
不
足
比
率
お
よ
び
そ
の
基
礎
と
な
る

事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、
い
ず
れ
も
適

正
に
作
成
さ
れ
、
健
全
化
を
判
断
す
る
比

率
に
つ
い
て
は
、
問
題
な
い
も
の
と
認
め

ら
れ
た
。

　令和４年度の決算額は、総収益が６億
8,371万4,053円、総費用が６億9,839
万2,657円、差引き1,467万8,604円（前
年度純利益3,420万1,678円）の当期純
損失となりました。

■ 事業の概要

■ 建設改良工事の概要

■ 経理状況
イ . 損益計算書【令和４年４月１日～令和５年３月31日】

ロ . 貸借対照表【令和５年３月31日現在】

（単位 : 円）

（単位 : 円）

県営水道の依存率は100％です。
有収率は、給水量に対する料金収入となる水量の割合で、
有収率が高いほどムダな水が少ないことになります。
（令和３年度全国平均は90.1％）

●�下水道工事等の他事業と連携し、配水管の整備を実施
しました。（総延長2,614ｍ）

《公共下水道事業との連携》
場　　　　所 延　長

目安４丁目、龍田南４丁目、目安北２
丁目、龍田西５丁目、法隆寺北２丁目、
法隆寺東１丁目

1961ｍ

《配水管新設工事》
場　　　　所 延　長

龍田３丁目・龍田南５丁目 102ｍ

《老朽管更新工事》
場　　　　所 延　長

興留６丁目、法隆寺西１・２丁目、
興留９丁目、大字三井・岡本 551ｍ

配水設備改良費計 231,725千円

令和４年度 令和３年度
総 給 水 戸 数 11,553戸 11,496戸

総　給　水　量 3,028,449㎥ 3,056,827㎥

総 有 収 水 量 2,805,197㎥ 2,847,238㎥

有　　収　　率 92.6% 93.1%

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕水道事業費用 698,392,657 〔1〕水道事業収益 683,714,053
　⑴ 営業費用 679,947,402 　⑴ 営業収益 541,164,693
　⑵ 営業外費用 18,445,255 　⑵ 営業外収益 142,549,360

　
〔2〕当年度純損失 14,678,604

合　　　計 698,392,657 合　　　計 698,392,657

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資産の部） （負債の部）
〔1〕固定資産 5,314,160,955 [3] 固定負債 1,081,940,664
　⑴ 有形固定資産 5,313,462,455 　⑴ 企業債 1,081,940,664
　⑵ 無形固定資産 250,500
　⑶ 投　資 448,000 [4] 流動負債 249,657,529

　 　⑴ 企業債 95,762,470
　 　⑵ 未払金 133,842,123

〔2〕流動資産 641,219,110 　⑶ 引当金 4,246,000
　⑴ 現金及び預金 475,319,513 　⑷ その他 15,806,936
　⑵ 未収金 160,526,216
　⑶ 貯蔵品 5,373,381 [5] 繰延収益 2,308,453,084

　⑴ 長期前受金 2,308,453,084
　

（資本の部）
[6] 資本金 1,673,277,638
　⑴ 自己資本金 1,673,277,638
[7] 剰余金 642,051,150
　⑴ 資本剰余金 116,481,293
　⑵ 利益剰余金 525,569,857

合　　　計 5,955,380,065 合　　　計 5,955,380,065

　
一
般
会
計･

各
特
別
会
計
決
算
審
査

お
よ
び
健
全
化
判
断
比
率
等
審
査
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
役
場
２
階
情
報
公
開
総
合
窓
口
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
監
査
委
員
室
（
☎
内
線
３
０
５
）

問合せ
上下水道課

（水道事業）
☎0745-74-

1401

令和４年度令和４年度
水道事業会計決算水道事業会計決算
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　令和４年度の決算額は、総収益が
７億1,120万2,172円、総費用が６億
9,927万8,821円、差引き1,192万
3,351円（前年度純利益775万5,852
円）の当期純利益となりました。

■ 事業の概要

■ 建設改良工事の概要

■ 経理状況
イ . 損益計算書【令和４年４月１日～令和５年３月31日】

ロ . 貸借対照表【令和５年３月31日現在】

（単位 : 円）

（単位 : 円）

・下水道管路整備工事
　　工事延長� 3,585m　
　　事 業 費� 398,399千円
・奈良県流域下水道建設費負担金
　　負 担 額 � 5,645千円

■ 汚水処理量と接続件数の推移

令和４年度 令和３年度
計画区域内人口 28,087人 28,174人
供 用 面 積 269ha 260ha
処理区域内人口 19,567人 18,917人
普 及 率 69.7％ 67.1％
年間汚水処理量 1,338,228㎥ 1,303,804㎥

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

〔1〕下水道事業費用 699,278,821 〔1〕下水道事業収益 711,202,172
　⑴ 営業費用 578,944,472 　⑴ 営業収益 161,600,159
　⑵ 営業外費用 120,324,890 　⑵ 営業外収益 549,602,013
　⑶ 特別損失 9,459 　⑶ 特別利益 0

　 　
〔2〕当年度純利益 11,923,351 　

合　　　計 711,202,172 合　　　計 711,202,172

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額
（資産の部） （負債の部）

〔1〕固定資産 18,547,768,866〔3〕固定負債 7,814,821,633
　⑴ 有形固定資産 17,210,809,311 　⑴ 企業債 7,814,821,633
　⑵ 無形固定資産 1,336,959,555 　⑵ 他会計借入金 0

〔2〕流動資産 309,805,650〔4〕流動負債 666,032,178
　⑴ 現金及び預金 248,077,653 　⑴ 企業債 476,261,556
　⑵ 未収金 61,744,997 　⑵ 他会計借入金 0
　⑶ 貸倒引当金 △�17,000 　⑶ 未払金 187,013,722
　⑷ 前払金 0 　⑷ 預かり金 110,900

　⑸ 引当金 2,646,000

〔5〕繰延収益 8,890,500,027
　⑴ 長期前受金 8,890,500,027

（資本の部）
〔6〕資本金 1,459,548,933
　⑴ 自己資本金 1,459,548,933

〔7〕剰余金 26,671,745
　⑴ 利益剰余金 26,671,745

合　　　計 18,857,574,516 合　　　計 18,857,574,516

年度 汚水処理量（㎥） 接続件数（件）
H30 1,142,050� 4,076�

R 元 1,203,763� 4,302�

R ２ 1,269,864� 4,473�

R ３ 1,303,804� 4,662�

R ４ 1,338,228� 4,824�
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。
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査

下
水
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■ 

審
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の
結
果

　
令
和
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年
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は
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関
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令
に
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し
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作

成
さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
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び
当
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度
末
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政
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適
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し
て
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と
認
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。
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■ 

審
査
の
結
果

　
令
和
４
年
度
斑
鳩
町
水
道
事
業
会
計
決

算
書
類
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
、
当
事
業
年
度
の
経
営
成
績
お
よ
び

当
事
業
年
度
末
の
財
政
状
態
を
適
正
に
表

示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

問合せ
上下水道課

（下水道事業）
☎0745-74-

2406

令和４年度令和４年度
下水道事業会計決算下水道事業会計決算
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●●  

国
保
の
財
政
状
況

国
保
の
財
政
状
況

　
国
保
の
財
源
は
、被
保
険
者
（
世
帯
主
）

が
納
付
す
る
国
保
税
や
県
の
交
付
金
な
ど

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
、

収
入
全
体
の
約
17
．５
％
を
占
め
て
お
り
、

国
保
運
営
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
度
決
算
で
は
、
前
年
度
繰
上

充
用
金
（
累
積
赤
字
分
）
が
歳
出
の
約

2.3
％
を
占
め
、
５
，
１
４
３
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
単
年
度
収
支
で

は
、
約
１
，
６
０
６
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
累
積
赤
字
が
大
き

く
、厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

●●  

今
後
の
国
保
財
政

今
後
の
国
保
財
政

　
平
成
30
年
度
か
ら
奈
良
県
も
保
険
者
と

な
り
、
県
単
位
で
国
保
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
医
療
費
は
全
額
県
が
負
担
し
、
そ
の

財
源
と
し
て
県
内
市
町
村
は
県
に
納
付
金

を
納
付
し
て
い
ま
す
。
納
付
金
は
被
保
険

者
が
納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
で
ま
か
な

●●  

医
療
費
の
状
況

医
療
費
の
状
況

　
令
和
２
年
度
の
一
人
あ
た
り
医
療
費
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
３
年

度
、
令
和
４
年
度
の
医
療
費
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
の

高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
医
療
費
は

増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
、
医
療
費
の

増
加
の
抑
制
の
た
め
に
、
健
康
管
理
や
適

切
な
医
療
受
診
な
ど
自
分
に
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

●●    

国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

国
保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み（
収
納
体
制
の
強
化
）

取
り
組
み（
収
納
体
制
の
強
化
）

　
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
滞
納
者
に
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
含
め
、
厳
正
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
失
業
、
多
重
債
務
な
ど
の
事
情

に
よ
り
国
保
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
に
つ
い
て
は
、
生
活
状
況
な
ど
を
考

慮
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
相
談
を
希
望

す
る
人
は
、
国
保
医
療
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

令和４年度令和４年度
国民健康保険国民健康保険
特別会計決算特別会計決算
状況状況
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令和４年度平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

374,796

328,956

357,114

336,059

354,124

374,796

328,956

357,114

336,059

354,124

（円）

320,000

330,000

340,000

350,000

360,000

370,000

380,000

1人あたりの医療費の推移

収入

国保税
17.5％

県支出金
74.1％

繰入金
8.1％

諸収入 0.1％ 使用料及び手数料 0.１％

国庫
支出金
0.1％ 支出

保険給付費
68.1％

国民健康
保険事業
費納付金
27.4％

諸支出金
0.1％

保健事業費
0.7％
前年度
繰上充用金
2.3％

総務費
1.4％

歳出　29億3,357万円歳入　28億8,215万円

令和４年度
決算状況

わ
れ
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
は
、
県
内
市
町
村
で
保

険
税
率
の
統
一
化
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
適
切
な
税
率
の
設
定
や
効
率
的
な

事
業
の
実
施
な
ど
を
行
い
、
安
定
的
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

医療費の負担を減らす取り組み
①�同じ病気で、複数の医療機関を受診する「重複
受診」はやめましょう。

②�日ごろから相談できるかかりつけ医やかかりつ
け薬局を持ちましょう。

③ジェネリック医薬品を利用しましょう。
④�生活習慣病の予防や早期発見のため、健康診査
を受けましょう。

問合せ
国保医療課
（☎内線114）
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　いかるがホールで、宝くじ文化公演「アニソン
ファンタジックコンサート」が開催され、奈良県
内外から多くの人が来場しました。
　アニソン界のスターによる銀河鉄道999、キャ
ンディ・キャンディ、CHA-LA�HEAD-CHA-LA、
水の星へ愛をこめてなどの、往年の名曲の披露に
加え、アンコールでは出演者全員による宇宙戦艦
ヤマトが披露されました。
　観客によるコールや手拍子で、会場は大盛り上
がりでした。

　災害時に応急対策として実施する緊急通行車両
の通行妨害となる車両等の排除について、株式会
社MSTアシスト（樋口レッカー）と必要な事項を
定める協定の締結式を行いました。
　株式会社MST アシストは斑鳩町唯一のロード
サービス会社であり、有事の際には迅速な対応を
実施していただきます。
　今後も道路環境の維持と災害に強いまちづくり
に取り組みます。

　2023年少林寺拳法世界大会 inTOKYO,Japan
に出場する河原章二さん、泊明日香さん、河原信
二さん、御宮知大貴さん、萩原嗣也さん、岡澤篤
臣さん、田中桜太さんが中西町長を表敬訪問され
ました。４年に１度の世界大会が、今回は日本で
開催されます。
　河原代表は、「斑鳩町の少林寺拳法はこんなにす
ごいんだと思ってもらえるよう精一杯がんばって
きます」と語ってくれました。

　５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に
移行したことから、今年の敬老会は、４年ぶりに通
常規模で開催しました。
　敬老式典では、今年、米寿を迎えられる人や結婚
50年を迎えられるご夫婦のみなさんに町長からお
祝いの記念品が贈呈されました。
　敬老式典のあとの演芸では、大衆演劇「劇団十六
夜」による人情芝居・豪華絢爛舞踊ショーが行われ、
華麗な舞に大きな拍手が沸き起こっていました。

▲左から影山ヒロノブさん、ささきいさおさん、
　堀江美都子さん、森口博子さん

▲左から株式会社MSTアシスト樋口代表取締役、
　中西町長

パゴにっきパゴにっき イベントや学校行事など、まちの
話題をお届けします。

宝くじ文化公演宝くじ文化公演
アニソンファンタアニソンファンタ
ジックコンサートジックコンサート

「災害時における緊急通「災害時における緊急通
行妨害車両等の排除業務行妨害車両等の排除業務
に関する協定」を締結に関する協定」を締結

2023年2023年
少林寺拳法世界大会少林寺拳法世界大会
出場選手が表敬訪問出場選手が表敬訪問

斑鳩町敬老会斑鳩町敬老会

9/2

9/22

9/1

9/16
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消防ポンプ車、輸送車の展示
子ども用防火服着用体験

防災紙芝居、簡易トイレ体験

自衛隊車両、災害対策物品の展示、
ロープワーク体験

はしご車の展示、住警器展示、
救命救急講習

斑鳩町消防団

奈
良
県
防
災
士
会

陸上自衛隊

奈良県広域消防組合　西和消防署

1111月月1111日（土）午後日（土）午後11時～時～44時時

斑鳩東小学校　運動場

日時

入退場
自由・無料※駐車場は限りがありますので、徒歩や自転車でご来場ください

※雨天時は、東小学校体育館で内容を縮小して開催します

場所

　楽しく防災を学ぶことを目的に、防災訓練を開催します。各ブースで、さまざまな体験や記念
品の配布があります。ご家族、ご近所のみなさんでぜひご参加ください。

問合せ　安全安心課（☎内線272）

斑鳩町

防災訓練

　消防車を間近
で見られる！
　子ども用の防
火服を着て写真
を撮ることがで
きます。

　小さいお子さん
でも楽しめる紙芝
居を行います。

防災紙芝居
第1回
�午後1時30分～
第2回
�午後2時30分～
第3回
�午後3時30分～

　普段は見られ
ない特殊車両、
自衛隊グッズを
展示。ロープワ
ークなど各種体
験もできます。

　はしご車
などの展示、
救命救急講
習を行いま
す。記念品
の配布もあ
ります。

火災事案等が発生した場合、車両展示を
中止し、現場出向する場合があります。

楽 し く 防 災 を 学 ぼ う！
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上映開始時間
第１回
　午後1時30分～
第２回
　午後2時15分～
第３回
　午後3時00分～

オフロードバイクの走行が見られる！【午後２時～　３０分程度】

消防防災ヘリコプターがやってくる！【午後３時～　３０分程度】

給電デモンストレーション

防災用品の展示、
資機材の活用方法の啓発

感震ブレーカーのデモ展示、
停電アプリの登録案内

防災クッキング動画上映、
災害に備えたストック食品の展示

トヨタユナイテッド奈良（株）

NPO 法人コメリ災害対策センター

奈良県警察交通機動隊
奈良県警察西和警察署

奈良県防災航空隊、奈良県広域消防組合西和消防署

関西電力送配電（株）

斑鳩町栄養士会

　電気自動車から、避難所で使用する照明など
への給電のようすが見学できます。

　今年６月に町
と防災協定を締
結。災害時に活
用できる物品の
展示や活用の方
法をお伝えしま
す。

　がれきや障害物などが
ある悪路を走ることがで
きるオフロードバイクの
走行訓練が見学できま
す。
　また、パトカーや白バ
イの展示も行います。

　会場の上空に消防防災ヘリコプター「やまと2000」が飛来
します。地上の本部との通信訓練のようすが見学できます。

※�着陸は行いません。また、当日、救助事案等が発生した場合、
訓練を中止する場合がありますので、あらかじめご了承くだ
さい。

　感震ブレーカーの展示を行います。その場で
停電アプリをダウンロードされた人に特典があ
ります。（数に限りがあります）

　防災クッキングの動画を上映します。動画を
見た人にストック推奨食材のおみやげがありま
す。（数に限りがあります）
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�　
「
い
か
る
が
の
里�

聖
徳
太
子
マ
ラ
ソ

ン
」
は
、
第
50
回
で
フ
ァ
イ
ナ
ル
を
迎

え
た
「
い
か
る
が
の
里
・
法
隆
寺
マ
ラ

ソ
ン
、
斑
鳩
三
塔
健
康
走
ろ
う
会
」
が

新
し
く
生
ま
れ
か
わ
っ
た
大
会
で
す
。

内
容
を
充
実
さ
せ
、
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　
令
和
６
年
２
月
11
日（
日
）

　
（
雨
天
決
行
、
積
雪
中
止
）

ス
タ
ー
ト
時
間　

　
ハ
ー
フ
コ
ー
ス　
９
時
30
分

　
10
㎞
コ
ー
ス　
10
時
15
分

大 

会
会
場　
す
こ
や
か
斑
鳩
・
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

コ 

ー
ス　
斑
鳩
町
役
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、

法
隆
寺
境
内
の
周
辺
、
史
跡
藤
ノ
木
古

墳
、
中
宮
寺
、
法

輪
寺
、
法
起
寺
、

い
か
る
が
溜
池
周

遊
道
路
を
走
行
す

る
、
古
都
斑
鳩
の

歴
史
的
街
並
み
を

存
分
に
味
わ
え
る

コ
ー
ス
で
す
。

種
目　
ハ
ー
フ
コ
ー
ス

　
・
男
子　
高
校
生
～
29
歳
以
下

　
・
男
子　
30
歳
代

　
・
男
子　
40
歳
代

　
・
男
子　
50
歳
代

　
・
男
子　
60
歳
以
上

　
・
女
子　
高
校
生
～
29
歳
以
下

　
・
女
子　
30
歳
代

　
・
女
子　
40
歳
代

　
・
女
子　
50
歳
代

　
・
女
子　
60
歳
以
上

　
10
㎞
コ
ー
ス

　
・
男
子　
高
校
生
～
29
歳
以
下

　
・
男
子　
30
歳
代

　
・
男
子　
40
歳
代

　
・
男
子　
50
歳
代

　
・
男
子　
60
歳
以
上

　
・
女
子　
高
校
生
～
29
歳
以
下

　
・
女
子　
30
歳
代

　
・
女
子　
40
歳
代

　
・
女
子　
50
歳
代

　
・
女
子　
60
歳
以
上

申 

込
期
間　
11
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

午
後
5
時

申 

込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
で
の
申
込
と
な
り
ま
す
。

参
加
資
格　

　
・
高
校
生
以
上
の
健
康
な
人

　
・
制
限
時
間
内
に
ゴ
ー
ル
で
き
る
人

定
員

　
・
ハ
ー
フ
コ
ー
ス　
２
，
０
０
０
人

　
・
10
㎞
コ
ー
ス　
な
し

制
限
時
間

　
・
ハ
ー
フ
コ
ー
ス

　
　
ス
タ
ー
ト
後
１
４
０
分

　
・
10
㎞
コ
ー
ス　
ス
タ
ー
ト
後
80
分

　
※�

両
種
種
目
と
も
コ
ー
ス
上
に
関
門
を

設
け
ま
す
。

参
加
費

　
・
一
般　
　
４
，
０
０
０
円

　
・
高
校
生　
２
，
０
０
０
円

参
加
賞　
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ

　

�

申
し
込
み
の
際
に
サ
イ
ズ
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

記 

録　
レ
ー
ス
の
記
録
は
Ａ
ｔ
ｈ
ｌ
ｅ
ｔ

ｅ
Ｔ
ａ
ｇ
で
計
測
し
ま
す
。

完 

走
証　
完
走
者
全
員
に
、
大
会
当
日
の

記
録
を
記
載
し
た
完
走
証
と
フ
ィ
ニ

シ
ャ
ー
タ
オ
ル
を
配
布
し
ま
す
。

そ 
の
他　
そ
の
他
注
意
事
項
、申
込
規
約
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

「
年
末
ご
み
・
資
源
物
の

臨
時
収
集
の
実
施

　
環
境
対
策
課
（
☎
内
線
１
３
６
）

　
ご
み
・
資
源
物
の
排
出
量
が
増
加
す
る

年
末
に
、
次
の
と
お
り
臨
時
収
集
を
実
施

し
ま
す
。

回
収
日
・
回
収
品
目

　
12
月
29
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　
12
月
30
日（
土
）

　
　
　
　
可
燃
ご
み
、
生
ご
み
分
別
収
集

回
収
エ
リ
ア

　
全
町
域
で
収
集
し
ま
す
。

回
収
方
法

　

�

通
常
ど
お
り
、
午
前
８
時
ま
で
に
、
ご

み
集
積
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

・�

昨
年
度
同
様
に
、12
月
29
日
と
30
日
は
、

年
末
ご
み
・
資
源
物
の
衛
生
処
理
場
へ

の
持
ち
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
こ

の
他
、
12
月
23
日（
土
）・
31
日（
日
）も

衛
生
処
理
場
へ
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・�

衛
生
処
理
場
へ
の
持
ち
込
み
は
、
年
内

は
12
月
28
日（
木
）ま
で
、
年
始
は
１
月

４
日（
木
）か
ら
、持
ち
込
み
可
能
で
す
。

・�

全
町
域
で
の
収
集
と
な
り
、

収
集
に
時
間
を
要
す
る
見
込

み
で
す
の
で
、
通
常
の
収
集

ル
ー
ト
や
収
集
時
間
と
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
１
回
い
か
る
が
の
里
聖
徳
太
子
マ
ラ
ソ
ン

第
１
回
い
か
る
が
の
里
聖
徳
太
子
マ
ラ
ソ
ン

「
マ
ラ
ソ
ン
の
部
」
参
加
者
募
集

「
マ
ラ
ソ
ン
の
部
」
参
加
者
募
集



住
民

活動センター
だよ

り

協働のまちづくり

13 2023.11  広報 

令和６年度斑鳩町協働のまちづくり活動提案事業の令和６年度斑鳩町協働のまちづくり活動提案事業の
応募にむけた講座を開催しました。応募にむけた講座を開催しました。

「花と緑あふれる、あんしんできるまちをめざして」「花と緑あふれる、あんしんできるまちをめざして」

住民活動センター講座

　住民活動センター（住民活動の拠点）から、来年度の協働のまちづく
り活動提案事業に応募した団体のプレゼンテーション開催のお知らせ、
住民活動センター講座の開催報告です。

問合せ　住民活動センター（生き生きプラザ斑鳩内）
☎0745-70-0923　
ikarugakyodo@yahoo.co.jp　 https://ikaruga-kyodo.jimdo.com/

　住民や斑鳩町を訪れた人が花や緑に親しむ機会を増やすしくみづくりや、豪雨や地震等による災害か
ら自分たちの身を守ることで安心して暮らせるまちづくりについて話しあいました。
　町内でボランティアをしたい人と求めている人をつなぐ活動をしている「いかるがつながり隊」の内
城加津代さんを進行役にむかえ、協働のまちづくり活動提案事業の立ち上げ方法やメリットを紹介し、
住民と町のそれぞれができることについて意見を交換しました。
　一人ひとりの力を生かし、住みよいまちにしていく協働のまちづくりについて考えるきっかけとなる
講座となりました。

　令和６年度活動提案事業に応募のあった事業について、公開プ
レゼンテーションで1団体ずつ活動内容を発表します。協働のまち
づくりに関心のある人、住民活動を通して、より住みやすい斑鳩
町にしたいと考えている人は、気軽に会場へお越しください。

日時 :11月10日（金）午前10時 ~
場所 : 役場地下大会議室

公開プレゼンテーションを開催します！公開プレゼンテーションを開催します！

みんなが主役のまちづくり ～協働のまちづくり活動提案事業～

9/22
（金）



斑
鳩
文

化財センター

だ
よ
り

い

にし
えの風

142023.11  広報 

７
世
紀
後
半
期
の
法
隆
寺
西
院

伽が

藍ら

ん

の
「
鴟
尾
」

　
「
鴟
尾
」
と
は
、
仏
教
的
建
物
の
屋
根

頂
部
の
「
大お
お
棟む
ね
」
の
両
端
に
取
り
付
け
ら

れ
た
特
殊
な
瓦
製
品
で
、「
昭
和
大
修
理
」

に
お
い
て
法
隆
寺
金
堂
所
用
の
鴟
尾
と
し

て
製
作
さ
れ
た
試
作
品
は
、
高
さ
約
１
ｍ

に
も
お
よ
ぶ
大
型
品
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の

展
示
会
で
は
、
初
め
て
の
展
示
で
す
。

　
こ
の
復
元
品
は
、
昭
和
大
修
理
に
と
も

な
い
実
施
さ
れ
た
法
隆
寺
東
院
の
伝で
ん

法ぽ
う

堂ど
う

（
奈
良
時
代
）
の
礎
石
の
基
礎
部
分
（
根ね

石い
し
）
に
転
用
さ
れ
て
い
た
破
片
資
料
や
西

院
伽
藍
金
堂
付
近
等
か
ら
出
土
し
た
資
料

を
も
と
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

上
図
の
よ
う
に
訂
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鴟
尾
の
ヒ
レ
部
の
段
は
、
瓦
が
重
な
る

状
態
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。
鴟
尾
の
文

様
は
、
胴
部
の
六ろ
っ

花か

文も
ん

が
配
置
さ
れ
た
縦

方
向
の
二
本
か
ら
な
る
凸
帯
の
間
に
、
法

隆
寺
再
建
時
に
採
用
さ
れ
た「
法
隆
寺
式
」

軒
平
瓦
の
瓦が

当と
う

文
様
に
用
い
ら
れ
た
「
忍に
ん

冬ど
う

唐か
ら

草く
さ

文も
ん

」
を
削
り
出
し
て
表
現
し
て
い

ま
す
。
腹
部
に
は
法
隆
寺
「
玉た
ま

虫む
し
の

厨ず

子し

」

の
鴟
尾
に
表
現
さ
れ
て
い
る
羽
根
状
に
近

い
装
飾
が
施
さ
れ
た
大
変
装
飾
性
の
高
い

鴟
尾
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、天て
ん
智じ

天
皇
９（
６

７
０
）
年
の
法
隆
寺
（
若
草
伽
藍
）
罹り

災さ
い

後
ほ
ど
な
く
し
て
再
建
が
始
ま
っ
た
法
隆

寺
西
院
伽
藍
の
金
堂
に
用
い
ら
れ
た
鴟
尾

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し

た
装
飾
性
豊
か
な
鴟
尾
は
、
葡ぶ
ど
う萄
唐
草
文

を
用
い
た
難
波
宮
跡
（
大
阪
市
）
の
ほ
か
、

太
平
寺
廃
寺
（
柏
原
市
）、平
安
宮
跡
（
京

都
市
）
な
ど
で
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
非

常
に
珍
し
い
も
の
で
す
。

「
鴟
尾
」
の
復
元
に
つ
い
て

　
昭
和
大
修
理
で
は
、
調
査
・
研
究
に
基

づ
き
、
創そ
う
建け
ん
当
初
の
姿
に
復
原
し
て
修
理

を
行
う
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
金
堂

所
用
と
推
定
さ
れ
た
鴟
尾
も
、
復
元
案
に

沿
っ
て
製
作
が
な
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

現
況
の
金
堂
屋
根
の
「
大
棟
」
の
両
端
に

復
元
さ
れ
た
鴟
尾
を
す
え
る
ス
ペ
ー
ス
が

取
れ
な
い
こ
と
や
、
出
土
し
た
破
片
が
少

な
い
な
か
で
の
復
元
案
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
専
門
的
指
導
を
行
う
目
的
で
設

置
さ
れ
た
「
法
隆
寺
国
宝
保
存
協
議
会
」

で
慎
重
か
つ
熱
い
議
論
が
な
さ
れ
、
昭
和

大
修
理
で
は
、
復
元
し
た
鴟
尾
を
使
用
し

な
い
こ
と
と
な
り
、
現
在
見
ら
れ
る
よ
う

な
古
式
の
鬼
瓦
を
暫ざ
ん
定て
い
的て
き
に
用
い
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　
展
示
会
で
は
、
法
隆
寺
の
金
堂
や
五
重

塔
の
古
材
な
ど
貴
重
な
関
係
資
料
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
観

覧
く
だ
さ
い
。

　今回は、12月17日まで開催中の斑
鳩文化財センター秋季特別展�世界遺
産登録30周年記念「法隆寺地域の仏
教建造物」のみどころとして、先月号
に引き続き法隆寺金堂の鴟

し
尾
び
（復元品）

について紹介します。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
安
全
安
心
課
（
☎
内
線
２
７
２
）

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
に
備
え

て
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
た
訓
練
で
、

斑
鳩
町
以
外
の
地
域
で
も
全
国
一
斉
に
さ

ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
。

訓
練
実
施
日
時

　
11
月
15
日（
水
）
午
前
11
時
頃

斑
鳩
町
で
の
訓
練
内
容

　
斑
鳩
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
、
斑
鳩
町
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
受
信
し

た
内
容
（
テ
ス
ト
文
）
を
送
信
し
ま
す
。

国
内閣官房
気象庁

斑鳩町
Ｊアラート受信機

携帯電話会社

緊急情報

私たちに情報が伝わるまで

住民

登録制メールなど

緊急速報メール
（エリアメール）

◀�

法
隆
寺
金
堂
鴟
尾
の
復
元
図

※ �J アラートとは、地震・津波や武力攻撃等
の緊急情報を、国から人工衛星などを通
じて瞬時にお伝えするシステムです。

秋季特別展「法隆寺地域の仏教建造物」
展示中の法隆寺金堂鴟尾の復元品



町立図書館（☎0745－75－7
733

）E-mail：mailmaster@librar
yika
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ervic

e.jp/
ikar
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/

図書館へ行こう !

15 2023.11  広報 

11月の図書展示（11月１日～30日）
　「おいしい話」をテーマに展示を行います。
　また、ミニ展示として、「女性に対する暴力をなくす運動」関
連展示も行います。

12月ブックスタート
　赤ちゃんと保護者に絵本を無料でプレゼントする催しです。
対象　６か月～１歳未満の赤ちゃんとその保護者　※保護者だけでも受け取りできます。
場所　町立図書館　期間　12月１日（金）・３日（日）午前10時～午後５時
持物　母子健康手帳・絵本ひきかえ券
　　　※絵本の読み聞かせをご希望の人は下記の時間帯にお越しください。

12月１日（金）・３日（日）　午前10時～11時

第８回　斑鳩の記憶アーカイブ化ワークショップ
「使ってみよう！斑鳩の記憶データベース」参加者募集
　「斑鳩の記憶データベース」ってなあに？「むかし」を懐かしむだけではない、活用方法を紹介し
ます。
　「いま」の斑鳩のまちづくりに役立ててみませんか？
日時　12月３日（日）午後２時～４時　　　場所　いかるがホール研修室１
定員　20人（先着順）　　　対象　町在住・在勤・在学の人で、本事業に関心を持っている人
申込　�11月６日（月）～26日（日）に町立図書館、聖徳太子歴史資料室窓口・電話・FAX・Ｅメールで

お申し込みください。

■水曜日のおはなし会
日時　11月８日（水）
　　　午後２時～
協力　ひこはな絵本の会
対象　０～６歳
■おとなのためのおはなし会
日時　11月12日（日）
　　　午後３時～
協力　斑鳩おはなしの会
■土曜日のおはなし会
日時　11月18日（土）
　　　午後３時～
協力　おはなしさんぽ
対象　小学生以下
場所　町立図書館児童フロア
定員　各10組（申込不要）

一般書 貸出ベスト３
１位　�「老いも孤独もなんのその

「ひとり老後」の知恵袋」
　保坂　隆

２位　�「悲しまないで、そして生
きて」� 鈴木　秀子

３位　「希望の糸」� 東野　圭吾

児童書 貸出ベスト３
１位　「ポケモンをさがせ！２」
２位　「ちか１００かいだての

いえ」
３位　「ポケモンをさがせ！３」

電子図書館 貸出ベスト３
１位　�「どんな顔立ちでも、

ハッとするほどキレイ
になる」

２位　�「コスパ厳選！感動美
肌ベストコスメ」

３位　「世界文化遺産法隆寺」

お知らせ

おはなし会 ランキング８月



主な連絡先
斑鳩町役場
� ☎0745-74-1001
上下水道課（上水道係）
� ☎0745-74-1401
上下水道課（下水道係）
� ☎0745-74-2406
町立図書館
� ☎0745-75-7733
中央公民館
� ☎0745-74-1511
東公民館
� ☎0745-74-4122
西公民館
� ☎0745-75-3911
中央体育館
� ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
� ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
� ☎0745-70-1000
保健センター
� ☎0745-70-0001
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-74-5666

斑鳩町観光協会
� ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
� ☎0745-74-0990
衛生処理場
� ☎0745-74-2371
西老人憩の家
� ☎0745-74-1517
東老人憩の家
� ☎0745-74-5050
ふらっぴん♪
� ☎0745-44-3177
いかるがホール
� ☎0745-75-7743
三室休日診療所
� ☎0745-74-4100
斑鳩町シルバー
人材センター
� ☎0745-75-0884

ま
ち の 情 報
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教
育
委
員
会
委
員
に
（
敬
称
略
）

　
冨と
み　
井い　
祐ゆ
う　
子こ

（
再
任
）

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同
意
を
得

て
、
10
月
８
日
付
け
で
教
育
委
員
会
委
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　保育園で実際に提供される給食を親子で食べながら、子育ての不安や疑問について、
保育士・保健師・栄養士が相談に応じます。
対象　未就園のお子さん（生後７か月～）とその保護者
料金　大人２００円・子ども１００円（給食の実費負担額）
定員　各園親子３組（応募者多数の場合は抽選になります）
申込　各保育園へ電話でお申し込みください。
　　　その後、来園し、申請用紙にご記入をお願いします。

問合せ（おこさまランチ申し込み）
　たつた保育園　斑鳩町龍田1-5-1 （☎0745－74－2203）
　あわ保育園　　斑鳩町阿波3-5-33（☎0745－74－1654）

11
月
の
納
税

○
国
民
健
康
保
険
税

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

　
…
国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
５
期
分
）

　
…
福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
６
）

納
期
限

11
月
30
日
㈭

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

開催場所 たつた保育園 あわ保育園

開催日時
12月６日（水） 12月13日（水）

午前11時30分～午後12時45分 午前11時30分～午後12時45分

申込期間 １１月９日（木）～２２日（水）�
午前10時～午後5時

１１月１６日（木）～２９日（水）�
午前10時～午後５時

広告広告

保育園で楽しい昼食会（おこさまランチ）を開催します
保育園の人気メニューをどうぞ！
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募　
　
集

令
和
６
年
度
会
計
年
度

任
用
職
員（
保
育
士
）募
集

　
　
子
育
て
支
援
課

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
１
５
２
）

採
用
概
要

採 

用
職
種　
保
育
所
保
育
士
（
フ
ル
タ
イ

ム
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）（
保
育
士
資
格

を
有
す
る
人
ま
た
は
、
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
）

勤 

務
場
所　
町
立
保
育
所（
あ
わ
保
育
園
、

た
つ
た
保
育
園
の
い
ず
れ
か
）

採
用
方
法　

�

試
験
に
よ
る
選
考

採
用
予
定
数　
若
干
名

※�

勤
務
条
件
、
報
酬
等
の
詳
細
は
、
窓
口

で
配
布
の
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
申
込

受 

付
場
所　
子
育
て
支
援
課
（
生
き
生
き

プ
ラ
ザ
斑
鳩
内
・
斑
鳩
町
小
吉
田
1
－

12
－
35
）

申 

込
期
間　
11
月
６
日（
月
）～
22
日（
水
）

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

申 

込
方
法　
子
育
て
支
援
課
へ
次
の
必
要

書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

・�

履
歴
書
（
市
販
用
紙
、
応
募
者
自
筆
、

写
真
貼
付
）

・�

保
育
士
証
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
証
明

書

※�

郵
送
、
電
話
、
ｆ
ａ
ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
等

に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
概
要

試
験
日
時　
12
月
16
日（
土
）

　
　
　
　
　
受
付　
午
前
８
時
45
分

試
験
会
場　
役
場
１
階　
第
３
会
議
室

　
（
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
３
－
７
－
12
）

試
験
方
法　
個
別
面
接
に
よ
る
口
述
試
験

選 

考
結
果　
１
月
上
旬
に
、
郵
送
で
通
知

し
ま
す
。

令
和
６
年
度　
会
計
年
度
任
用
職
員

（
精
神
保
健
福
祉
士
）
募
集

　
　
子
育
て
支
援
課

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
１
５
２
）

勤 

務
内
容　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
困
難
ケ
ー
ス
対
応
等

勤
務
場
所　
子
育
て
支
援
課

採
用
方
法　
口
述
試
験
に
よ
る
選
考

採
用
予
定
数　
１
人

申 

込
期
間　
11
月
６
日（
月
）～
13
日（
月
）

　

�（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

申 

込
方
法　
子
育
て
支
援
課
へ
次
の
必
要

書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

・�

履
歴
書
（
市
販
用
紙
、
応
募
者
自
筆
、

写
真
貼
付
）

・�

精
神
保
健
福
祉
士
登
録
証
ま
た
は
資
格

取
得
見
込
証
明
書

※�

郵
送
、
電
話
、
ｆ
ａ
ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
等

に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

給
与
・
勤
務
条
件
、
試
験
日
等
詳
細
は
、

子
育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

斑
鳩
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

委
員
募
集

　
　
斑
鳩
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
総
務
課
内
）（
☎
内
線
２
７
１
）

　
す
べ
て
の
選
挙
が
公
正
明
朗
に
行
わ
れ

る
よ
う
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
し
て
い
る
「
斑
鳩
町
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
募
集
要
領
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数　
10
人

任
期　
令
和
６
年
１
月
１
日
～

　
　
　
令
和
７
年
12
月
31
日

応 

募
資
格　
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
人
で
、

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
町
在
住
で
選
挙
権
を
有
す
る
人

　
�（

令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
で
18
歳
以

上
の
人
）

②�
明
る
い
選
挙
の
実
現
に
賛
同
し
、公
平・

中
立
な
立
場
で
活
動
で
き
る
人

活 

動
内
容　
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
推
進

す
る
た
め
の
啓
発
活
動
の
企
画
・
実
施

そ
の
他　
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
期
間

　
11
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

　

�（
11
月
30
日（
木
）は
午
後
５
時
30
分
ま

で
）

※
郵
送
の
場
合
は
期
間
内
の
消
印
有
効

申 

込
方
法　
「
公
募
委
員
応
募
申
込
書
」

に
必
要
事
項
（
氏
名
、
生
年
月
日
、
住

所
、応
募
の
理
由
１
０
０
字
程
度
な
ど
）

を
記
入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
斑
鳩
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
に
要
す

る
諸
費
用
は
本
人
負
担
と
し
ま
す
。

・
郵
送
（
〒
６
３
６
‐
０
１
９
８

　
　
　
　
斑
鳩
町
選
挙
管
理
委
員
会
宛
）

・
ｆ
ａ
ｘ
（
０
７
４
５
�
１
０
１
１
）

・�

Ｅ
メ
ー
ル（soum

u@
tow
n.ikaruga.

nara.jp

）

・�

持
参
（
役
場
２
階　
斑
鳩
町
選
挙
管
理

委
員
会
窓
口
（
総
務
課
内
））

　

�（
土
曜
・
日
曜
日
、
休
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

選
考
方
法　

　
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※�

募
集
要
領
・
応
募
申
込
書
は
、
斑
鳩
町

選
挙
管
理
委
員
会
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。



182023.11  広報 

斑
鳩
町
農
業
委
員
会
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
募
集

　
　
斑
鳩
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
（
都
市
建
設
部�

建
設
農
林
課
内
）

　
（
☎
内
線
２
１
２
）

主
な
業
務
内
容

・�

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
、
新

規
参
入
の
促
進

・�

農
業
委
員
会
へ
の
意
見
提
出
や
総
会
へ

の
出
席

・
農
業
委
員
と
連
携
し
た
活
動

募
集
人
数　
１
人

任 

期　
委
嘱
の
日
（
令
和
６
年
１
月
12
日

予
定
）
～
令
和
８
年
７
月
19
日

募 

集
地
区　
第
２
地
区

　

�（
五
丁
北
・
五
丁
南
・
三
町
・
並
松
・

西
里
・
東
里
・
白
石
畑
・
法
西
町
・
三

井
・
岡
本
・
幸
前
・
高
安
・
阿
波
・
東

興
留
・
中
興
留
・
西
興
留
・
新
家
・
駅

前
）

報
酬　

・
基
本
給　
月
額
２
４
，
２
０
０
円

・�

能
率
給　
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け

た
活
動
と
成
果
の
実
績
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
交
付
金
の
範
囲
内
で
町

長
が
定
め
る
額

資
格　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

・�

農
業
委
員
会
法
第
８
条
第
４
項
に
該
当

し
な
い
こ
と

・�

毎
月
平
日
に
開
催
す
る
農
業
委
員
会
総

会
に
出
席
す
る
こ
と

・�

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
熱

意
と
識
見
を
有
す
る
人
で
あ
る
こ
と

※�

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
兼
務
は
で
き
ま
せ
ん
。

申 

込
期
間　
11
月
７
日（
火
）～
12
月
４
日

（
月
）（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
）

申 

込
方
法　
推
薦
用
紙
ま
た
は
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
農
業
委
員
会

事
務
局
（
建
設
農
林
課
内
）
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
次
の
①
～

③
の
応
募
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①�
農
業
者
３
人
以
上
か
ら
の
推
薦
を
受
け

て
応
募
す
る
方
法

②�

農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
と
そ
の
他
の

関
係
団
体
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
応
募

す
る
方
法

③
一
般
の
応
募

選 

考
方
法　
提
出
書
類
を
も
と
に
、
書
類

審
査
等
に
よ
り
選
考
を
行
い
ま
す
。

※�

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

募
集
要
項
と
応
募
用
紙
等
は
、
農
業
委

員
会
（
建
設
農
林
課
内
）
窓
口
で
配
布

し
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

11月の相談 内　　　容 相　談　日 時　間 場　所 申　　込

無 料 法 律 相 談
不動産、相続、離婚、損
害賠償、金銭貸借、保証
など民事上のトラブルな
どに関する相談

14日（火）、21日（火）、
28日（火）
（電話予約申込順）

13:00~16:00 役場１階
第２会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
契約のトラブル、悪質商
法、商品の品質・欠陥な
ど消費生活全般に関する
相談

２日（木）、９日（木）、
16日（木）、30日（木） 13:00~16:00

役場１階
第３会議室

申込不要
問合せ　安全安心課

（☎内線273）

人 権 相 談 人権の侵害や差別に関す
る相談

８日（水）
（毎月第２水曜日） 13:00~16:00 住民課

（☎内線163）行 政 相 談 行 政 の 仕 事 や 手 続 き、
サービスに関する相談 ７日（火）

青少年悩みごと
教 育 相 談

青少年の悩みや不安と
いった心の問題に関する
相談（オンライン相談も可）

毎週火・金・土曜日  9 :00~16:00

中央公民館

申込不要
電話相談可能
☎0745-74-0077

出 前 サ ポ ス テ
若 者 自 立 の
無 料 相 談

働くことについて悩みを
抱える15~39歳くらい
までの若者やその保護者
を対象とした相談・支援

24日（金）
（毎月第４金曜日・祝日を除く） 10:00~12:00

若者サポートステー
ションやまと
☎0744-44-2055
fax0744-44-2056

創 業 支 援 相 談 事業計画書の作成支援や
創業全般に関する相談 10日（金） 10:00~12:00 ふらっぴん♪ 斑鳩町商工会

☎0745-74-2500

子 育 て 相 談
子育てについてのさまざ
まな悩みを臨床心理士な
どがお受けします

８日（水）、22日（水）
（毎月第２・第４水曜日）  9 :00~16:00

生き生き
プラザ斑鳩
相談室

子育て支援課
☎0745-75-1152

女性のための相談
女性が抱えるあらゆる悩
みの相談（オンライン相
談）

24日（金）
（第４金曜日） 13:00~16:20

役場会議室
または自宅
など

予約専用
☎0745-75-9269
休日を除く
8:30~17:30

※相談の時間が９：00~16：00の場合は、12：00~13：00の間は不在となります。



19 2023.11  広報 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
建
設
農
林
課
（
☎
内
線
２
１
３
）

募
集
住
宅
と
募
集
戸
数

　
目
安
北
団
地　
２
Ｄ
Ｋ　
３
階�

１
戸

入
居
資
格

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

・�

町
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
で
、
住
宅
に

困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
市
町

村
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・�

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
人
、
ま
た
は
３
か
月
以
内
の

婚
姻
予
定
者
を
含
む
）
が
あ
る
人

・�

斑
鳩
町
町
営
住
宅
条
例
に
定
め
ら
れ
た

基
準
月
収
額
以
内
の
収
入
で
あ
る
人

※�

単
身
で
の
申
込
が
可
能
な
場
合
や
、
入

居
の
際
の
連
帯
保
証
人
が
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建
設

農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
配
布
・
受
付

　
11
月
8
日（
水
）～
22
日（
水
）

　

�（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
30
分
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集

　
　
自
衛
隊
奈
良
募
集
案
内
所

　
（
☎
０
７
４
２
㉗
５
７
０
１
）

資 

格　
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒

業
者
（
令
和
６
年
３
月
に
中
学
校
卒
業

見
込
み
の
人
を
含
む
）

申
込
期
限　

　

�

令
和
６
年
１
月
５
日（
金
）（
締
切
日
必

着
）

試 

験
日　
令
和
６
年
１
月
13
日（
土
）ま
た

は
14
日（
日
）（
１
次
試
験
）

※�

自
衛
官
候
補
生
（
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女
）

も
年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
民
館
教
室

冬
季
特
別
教
室
に

　
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
　
中
央
公
民
館

　
（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

　
公
民
館
教
室
特
別
教
室
の
第
二
弾
と
し

て
、
一
日
限
定
の
冬
季
特
別
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

受
講
料　
無
料
（
材
料
費
は
別
途
必
要
）

申 

込　

11
月
6
日（
月
）～
19
日（
日
）に
、

中
央
公
民
館
窓
口
、
Ｅ
メ
ー
ル

（chuoukou@
tow

n.ikaruga.
nara.jp

）、
ｆ
ａ
ｘ
（
０
７
４
５
�

３
２
９
６
）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
は
、
６
日

の
午
前
９
時
か
ら
開
始
し
（
先
着
順
）、

そ
れ
以
前
に
発
信
さ
れ
た
も
の
は
無
効

と
な
り
ま
す
。
定
員
に
達
し
た
と
こ
ろ

で
終
了
と
し
、
超
過
し
た
場
合
は
、
そ

の
旨
を
返
信
し
ま
す
。
Ｅ
メ
ー
ル
・
ｆ

ａ
ｘ
で
の
申
し
込
み
は
、
次
の
項
目
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
絵
手
紙
年
賀
状
作
り
】

　
①
申
し
込
み
教
室
名　
②
氏
名　

　
③
郵
便
番
号
・
住
所　
④
電
話
番
号

【
冬
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
】

　
①
申
し
込
み
教
室
名　
②
児
童
氏
名

　
③
同
伴
者
氏
名
④
郵
便
番
号
・
住
所

　
⑤
電
話
番
号　
⑥
学
校
名　
⑦
学
年

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

※�

11
月
20
日（
月
）に
開
講
を
決
定
し
、
対

象
者
に
は
後
日
郵
送
で
持
ち
物
等
に
つ

い
て
の
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

※�

各
教
室
の
申
込
者
が
最
低
催
行
人
数
に

満
た
な
い
場
合
は
不
開
講
と
し
、
そ
の

場
合
は
対
象
者
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

教室名 日時・場所 講師 材料費 対象 定員 最低催行
人数 内容

こころをこめて送ろう
絵手紙年賀状作り教室

12月14日（木）
午前９時～午前11時30分
中央公民館　創作室

奥田　靖子さん
（公民館教室講師） 500円 町在住

の成人 10人 ６人
年賀状と季節の絵手紙で新年の
賀状、一年の感謝を絵の中に書
いてみませんか。

冬休みファミリー教室
楽しい手作りパン教室

12月17日（日）
午前９時～午前12時
中央公民館　調理実習室

城﨑　淑子さん
（公民館教室講師） 1,200円 小学４年生以

上の児
童とそ
の家族

10組
（20人） ６組

家庭でつくるパンの基礎を学び
ながら、焼き立てパンのおいし
さを味わい、家族で手づくりす
る楽しい思い出を作りません
か。ロールパンやマヨネーズパ
ンを作り、飲み物とともに焼き
立てのおいしいパンをいただき
ましょう。

冬休みファミリー教室
楽しいクリスマスケー
キ作り教室

12月23日（土）
午前10時～午前12時
中央公民館　調理実習室

川本　幸代さん
玉置　裕子さん
（大阪ガスクッキング

スクール講師）
2,000円 10組

（20人） ６組
かわいいサンタ柄のスターカッ
プケースでバターケーキづくり
とサンタさんのミニパフェをつ
くります。今年のクリスマスは
手づくりで楽しみませんか。
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お
知
ら
せ

斑
鳩
町
消
防
本
団
新
役
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　
安
全
安
心
課
（
☎
内
線
２
７
２
）

　
斑
鳩
町
消
防
副
団
長
の
嶋
田　
善
行
さ

ん
（
昭
和
61
年
4
月
入
団
）
が
9
月
30
日

を
も
っ
て
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

　
嶋
田
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
、
長
き
に
わ
た
り
消
防
団

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く

感
謝
し
ま
す
。

　
10
月
か
ら
の
消
防
本
団
役
員
の
み
な
さ

ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
　
団　
長　
　
安
本　
喜
次

　
　
副
団
長　
　
荻
上　
泰
司

　
　
副
団
長　
　
上
田　
和
則

新　
副
団
長　
　
髙
塚　
雅
之

　
　
分
団
長　
　
喜
多　
周
一

　
　
分
団
長　
　
田
口　
善
紀

新　
分
団
長　
　
安
井　
聡
嗣

子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調

月
間　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
２
４
）

　
11
月
は
子
ど
も
若
者
育
成
支
援
強
調
月

間
で
す
。

　
斑
鳩
町
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
年
間

を
通
じ
て
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
啓
発
活

　
動

●�

西
和
警
察
・
西
和
地
区
地
域
安
全
推
進

委
員
斑
鳩
支
部
と
の
町
内
巡
回
活
動

　
〈�
青
少
年
の
非
行
行
為
等
の
情
報
提
供

は
、
生
涯
学
習
課
へ
お
願
い
し
ま
す
〉

●�
青
少
年
悩
み
ご
と
相
談
（
毎
週
火
曜
・

金
曜
・
土
曜
日　
中
央
公
民
館
内
）

　
※
電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

　
（
☎
０
７
４
５
�
０
０
７
７
）

許
し
ま
せ
ん
！
滞
納 

町
税
・

県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
期
間

　
税
務
課
（
☎
内
線
１
５
５
、１
５
６
）

　
地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
納

税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、
奈
良
県
で
は

今
年
度
も
11
月
・
12
月
を
「
市
町
村
税
・

県
税
の
一
斉
滞
納
整
理
期
間
」
と
し
て
、

一
斉
に
重
点
的
な
滞
納
整
理
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
期
間
中
は
、斑
鳩
町
と
県
が
協
力
し
て
、

差
押
・
公
売
な
ど
に
よ
る
滞
納
整
理
に
集

中
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
納
付
が
遅
れ
て
い
る
場
合
は
、
早
期
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

奈良地方法務局人権擁護課
（☎0742-23-5457）

　夫・パートナーからの暴力や、職
場などにおけるセクシュアルハラス
メント、ストーカー行為などの女性
の人権に関わる問題全般について、
人権擁護委員が無料・秘密厳守で電
話相談に応じます。気軽にご利用く
ださい。
全国共通ナビダイヤル
　（☎0570‒070‒810）
日時　11月15日（水）～21日（火）
　　　（�平日は午前８時30分～午後

７時、土曜・日曜日、祝日
は午前10時～午後５時）

全国一斉
「女性の人権ホットライン」

▲�税金を納付されない場合、
自動車やバイクを差し押さ
えることがあります。

一、 歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、 恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、 人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一 、 ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一 、 知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成9年5月9日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
鳥
「
い
か
る
」

令和４年度 水道の有収率は
（　　）％です。（　　）に入る
数字は？
①92.6　②93.1　③69.7

〈11月16日（木）必着〉
応 募方法　クイズの答え・住所・氏名・電話番号を、はがき（〒636-0198�斑鳩町
役場・広報クイズ係）、fax（0745-74-1011）、E メール（soumu@town.
ikaruga.nara.jp）のいずれかの方法で役場まで。正解者のなかから、抽選で２
人に斑鳩町商工会で購入できる「斑鳩ブランド認定品」商品券1,000円分をプレ
ゼントします。プレゼントの当選発表は、発送をもってかえさせていただきます。

10月号広報クイズの答　③（応募件数17）

Q

▲

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、お書き添え
ください。
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令
和
５
年
度

犯
罪
被
害
者
支
援
奈
良
県
民

の
つ
ど
い

　
　
奈
良
県
人
権
施
策
課

　
（
☎
０
７
４
２
㉗
８
７
１
６
）

　
犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ

た
人
と
家
族
、
遺
族
の
置
か
れ
た
状
況
や

こ
れ
ら
の
人
に
対
す
る
支
援
の
重
要
性
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に
開
催
し
ま

す
。生

命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
に
よ
る
、
事
件
・
事
故
な
ど
に
よ
り

理
不
尽
に
生
命
を
奪
わ
れ
た
犠
牲
者
が
主

役
の
ア
ー
ト
展
で
す
。

日
時　
11
月
６
日（
月
）

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原　
２
階

　
　
　
平
安
コ
ー
ト

式
典
・
特
別
講
演

　
奈
良
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
ウ
エ
ル
カ

ム
コ
ン
サ
ー
ト
、
公
益
社
団
法
人
全
国
被

害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

特
別
顧
問

（
前
理
事
長
）
平
井　
紀
夫
さ
ん
に
よ
る

講
演
「
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
支
援
～
私
の

体
験
～
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日 

時　
11
月
27
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

45
分
（
12
時
30
分
開
場
）

場
所　
奈
良
公
園
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

住 宅 防 火  いのちを守る
１０１０のポイント

１．�寝たばこは絶対にしな
い、させない。

２．�ストーブの周りに燃え
やすいものを置かない。

３．�コンロを使うときは火
のそばを離れない。

４．�コンセントはほこりを
清掃し、不必要なプラ
グは抜く。

　西和消防署では11月９日から11月15日までの間、秋の火災予防運動を実施します。
これからは、空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季となります。火災の原因には、た
ばこの投げ捨て、たき火の不始末、火遊び、不用意な火の取り扱いなどがあります。心
がけ一つで火災は防ぐことができます。火の取り扱いには十分に注意してください。

問合せ　奈良県広域消防組合西和消防署予防課（☎0745-73-1001）

６つの対策

４つの習慣

１．�火災の発生を防ぐために、ストーブやコンロ等は安全
装置の付いた機器を使用する。

２．�火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的
に点検し、10年を目安に交換する。

３．�火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、
衣類やカーテンは、防炎品を使用する。

４．�火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、
使い方を確認しておく。

５．�お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法
を常に確保し、備えておく。

６．�防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐ
るみの防火対策を行う。

秋の火災予防運動　11月９日（木）～15日（水）

　町では、令和４年度に災害発生時にみなさんの生命、安全を守るために必要な緊急
情報を放送で伝えるデジタル防災行政無線を整備しました。これを活用し、災害情報
伝達手段の多重化を図るため、戸別受信機を希望する世帯に対し、１世帯当たり１台
を無償で貸与します。
　戸別受信機の無償貸与等に関する書類は、以前から居住されている世帯には、すで
に郵送済です。貸与を希望する人で、まだ貸与申請書を提出していない場合は、必要
事項を記入のうえ、締め切りまでに提出をお願いします。転入等で申請書をお持ちで
ない人は、安全安心課へご連絡ください。
※締切日以降も申請は可能ですが、順次のお渡しとなります。

問合せ
安全安心課（☎内線272）

防災行政無線システム戸別受信機の貸与申請はお済みですか？
第2次　申し込み締め切り　令和5年12月28日（木）

４～
６ｍ

４～
６ｍ

４～
６ｍ

４～
６ｍ

まほろ隊長
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児童虐待による死亡事例は年間70件を超えています。
単純計算すると…５日間に１人の子どもが命をおとしていることになります。

子どもへの虐待は、さまざまな問題が関わりあって起こっています。

「 虐待虐待 」の種類とは

どうして 虐待虐待 がおきてしまうの？

身体的虐待
●�たたく、なぐる、ける
●�やけどをさせる
●�戸外（家の外）に締め出す

心理的虐待
●�きょうだい間で差別する
●�無視する
●�家庭内での暴力・暴言を見せる・聞かせる
　�（面前DV）
●�子どもの心を傷つけることを
　�繰り返し言う、言葉によるおどし

●�仕事や人間関係などで過度なストレスがある
●�産後うつ病やアルコール依存症などの精神疾患などで精神的に不安定
●�予期しない妊娠・出産で子どもに愛情がもてない
●�自分自身が虐待された経験がある　　　　　　　　　　　　　　など

●�よく泣く・なかなか泣きやまない
●�かんしゃくが強く、なだめにくい
●�こだわりが強い・要求を強くあらわす
●�慢性疾患や障害がある　　　　　　　　　など

●�お父さんやお母さんの失業や転職などで、経済的に不安定
●�配偶者・パートナーとの不仲
●�離婚や再婚など家族関係の変化
●�孤立した子育て環境（相談相手や助けてくれる人が近くにいない）　など

性 的 虐 待
●�性器や性交をみせる
●�性器をさわる、さわらせる
●�わいせつな行為、性的行為を強要する
●�ポルノグラフィの被写体などにする

ネグレクト
●�家に閉じ込める
●�極端に不潔な環境で生活させる
●�重い病気になっても病院に連れて行かない
●�子どもだけを自宅などに置き去りにする
●�同居者や第三者による虐待を放置する

保
護
者
側

の
要
因

子
ど
も
側

の
要
因

家
族
関
係

の
要
因

問合せ　子育て支援課（☎0745-75-1152）

増えています！

あなたしか　気づいてないかもあなたしか　気づいてないかも
　そのサイン　そのサイン

オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン
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体罰や暴言によって、子どもの行動・精神面にさまざまな問題が現れてきます。

　子どもと一緒にいることが辛くなっていませんか？子どもとどうかかわっていいのかわからなくなってい
ませんか？
　子育てで誰かの助けを借りるのは、少し勇気がいるかもしれません。助けてもらえることが何かないか一
緒に考えましょう。ひとりで頑張らずにたよってくださいね。

「 体罰体罰 」は法律で禁止されています

体罰体罰 ・ 暴言暴言 は子どもの脳に悪影響！

頑張り頑張り すぎていませんか？

周囲周囲 の人たちは何ができるでしょうか？

地域の児童相談所につながります。
誰でも、匿名で連絡ができ、秘密は守られます。
虐待ではなくても責められることはありませんの
で心配せずに連絡してください。

しつけは、社会で自律して生活を送れるように、必要なことを子どもに教え伝える行為です。
体罰や暴言で子どもを脅したり、従わせたりすることではありません。たとえ保護者がしつけのためと
考えていても、子どもの身体や心を傷つけるのであれば、それは許されない行為です。

「体罰」とは？
　●何度も言葉で注意したけど言うことを聞かないので、頬をたたいた
　●いたずらをしたので、長時間正座させた
　●宿題をしなかったので、夕食を与えなかった

体罰以外の「暴言」も子どもの心を傷つける行為です
　●�冗談のつもりで「お前なんか生まれてこなければよかった」など、子どもの存在を否定するような

ことを言う
　●やる気を出させるという口実で、きょうだいを引き合いに出してけなした

相談先：子育て支援課　０７４５－７５－１１５２
児童相談所相談専用ダイヤル（無料）　０１２０－１

い ち は や く
８９－７

お な や み を
８３

「愛のむち（しつけ）」
　　ではなく虐待です！

落ち着いて
話を聞けない 約束を

守れない

感情をうまく
表せない

ひとつのことに
集中できない

集団での行動が
苦手

頑張ってるねお手伝い
できることは
ない？

大変だね。
大丈夫？

子育てをあたたかく見守ってください 「気づき」から「つなげる」

児童相談所　全国共通ダイヤル
いちはやく

１８９
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事 業 名 実施日 受付時間 対　　象 内　容　な　ど

助 産 師 相 談

11月22日㈬
11月29日㈬
12月 6 日㈬
12月13日㈬

９：30～
10：30

妊娠中の人や　
乳幼児の保護者

○産前・産後についての相談や母乳育児・
　授乳などについての相談
申込：各実施日の前日まで

乳 幼 児 相 談
（育児・栄養相談）

①
11月28日㈫ 13：30～

14：30 就学までの児

〇育児や食事のことなどについての相談
持物： 母子健康手帳
　　　（※身体計測希望の場合はバスタオル）
申込：①11月27日（月）まで
　　　②12月15日（金）まで

②
12月18日㈪

前期離乳食教室
12月11日㈪ 13：15～

13：30 Ｒ５年７・８月生

○離乳食の作り方・進め方のお話
持物：母子健康手帳、手拭きタオル、お茶、
　　　健康マイレージポイントカード
申込：15組　12月８日（金）まで

後期離乳食教室
（個別相談） 12月12日㈫ ９：00～

11：00 Ｒ５年２・３月生
持物： 母子健康手帳、健康マイレージポイント

カード
申込：実施日の前日まで

身 体 計 測
12月18日㈪ ９：30～

11：00 就学までの児

○身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物： 母子健康手帳、バスタオル、健康マイレー

ジポイントカード
申込：12月15日（金）まで

対　　　　象　　・申請日において町内に住民登録があり、１年以上在住している夫婦（事実婚含む）
　　　　　　　　・医療機関で不妊症または不育症と診断され治療を受けている人
　　　　　　　　・医療保険に加入している人
　　　　　　　　・町税の滞納がない人

対 象 と な る　　・体外受精・顕微授精以外の一般不妊治療または不育治療（保険適用外のみ）
治療及び費用　　・治療費・検査費用・薬剤費（保険適用外のみ）
　　　　　　　　　ただし、文書料・個室料・食事代等は除く

助 成 期 間　　斑鳩町で最初に助成を受けた年度から５年間
助 　 成 　 額　　・一般不妊治療…自己負担額のうち上限７万円
　　　　　　　　・不育治療…自己負担額のうち上限10万円
　　　　　　　　※１年度あたりの金額になります。

申 請 方 法　　・�治療を受けた年度の翌年度末までに、保健センターへ交付の申請と請求の手続き
をしてください

　　　　　　　　※�申請は、１年度分につき、一般不妊治療または不育治療のどちらか一方の助成１
回となります。

　一般不妊・不育治療を受ける人の経済的な負担の軽減を図るため、保険適用外の治療等に
要する費用の一部助成を行っています。

カレンダー健 康子ども （事前申込要：電話申込可）

=�健康マイレージポイント
対象事業です

一般不妊治療・不育治療費の一般不妊治療・不育治療費の
一部助成を行っています一部助成を行っています



保健センター（☎0745－70－
000

1）

（fax0745－74
－09

03
）

保

健センターだ
より
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事　業　名 実 施 日 時間 定員 内　　　　　容
こ こ ろ の 健 康 相 談

（精神保健福祉士による） 12月４日㈪ 13：00～
15：00 ２人 気分が落ち込みやすくなった、理由もなく涙が

出る、最近家族のようすがおかしいなどの相談。

事　業　名 実施日 受付時間 対象者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診
11月25日㈯
容器提出日

９：00～
11：00 35歳以上

○�容器は提出日１週間前までに保健センターで購
入してください。（容器代220円）
※事前申込不要
☆持物：�健康手帳・健康マイレージポイントカー

ド
☆結果：�４週間前後で異常の有無にかかわらず、

通知します
☆手話通訳が必要な人は事前申し込みが必要です

　疾病の早期発見や重症化予防のため、健康診査を受診しま
しょう。
　後期高齢者健康診査の受診期限は令和６年１月３１日まで
です。
　まだ、受診していない被保険者のみなさんは受診券と被保
険者証（保険証）を持参のうえ、健診実施医療機関で健康診
査を受診してください。

　インフルエンザは感染力が非常に強く、感染経路は飛沫感染（くしゃみ、咳ででる飛沫を
吸い込む）と接触感染（飛沫がついた物を手で触り、口や鼻にふれる）です。感染すると38度以上の急
な発熱を発症し、頭痛や関節痛、筋肉痛などの症状が出ます。
　特に、子ども、高齢者、心臓や腎臓、呼吸器などに持病がある人、妊婦などは重症になることがあります。
　正しい知識を身につけて、一人ひとりが日頃から予防を心がけることが重要です。

予防のポイント
●　こまめに手洗い・うがいをする
●　咳、くしゃみがあるときは「咳エチケット」をこころがける
　※咳、くしゃみをするときは口や鼻をティッシュなどで押さえよう（マスクをするのも効果的）
●　流行時には高齢者等の重症化リスクがある人、体調の悪い人は人ごみへの外出を控える
●　十分に食事、睡眠をとり、日ごろから体の抵抗力を高める
●　インフルエンザワクチンを接種する
　　インフルエンザワクチンは、感染後の発症や重症化を予防する効果があります。
　　特に、高齢者や心臓や腎臓、呼吸器などに持病がある人などは重症化を防ぐのに有効です。

おとな ■ がん検診予定表（集団検診）
（事前申し込み要：電話・ｆａｘ・メール申込可）

守ろう！あなたの健康
～がん検診を受けましょう～

=健康マイレージポイント対象事業です

（事前申込要：電話申込可）■ 健康相談予定表

11月・12月11月・12月はは後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査
受診促進月間です受診促進月間です

～年に１度の健康チェック　受けましたか？～～年に１度の健康チェック　受けましたか？～

冬に流行する冬に流行するインフルエンザ対策インフルエンザ対策



11月号
令和5年11月1日発行

（通巻698号）

　 28,158人
　　（前月比　＋16）
　　男13,353人
　　女14,805人
　 　12,188世帯
　　（前月比　＋13）
（令和5年9月30日現在）
問合せ
斑鳩町総務部総務課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7-12
☎　0745-74-1001
fax　0745-74-1011
※かけ間違いに注意 !

広報広報

E メール
info@town.ikaruga.nara.jp
ホームページ
https://www.town.ikaruga.nara.jp/

人の動き

※この「広報斑鳩」は毎月１日を挟む前後３日間（４月は１～３日、12月は
26~28日）で、町内の全家庭に直接お届けしています。ご近所で配布されて
いない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ : 総務課（☎0745-74-1001　内線274） 262023.11  広報 

　斑鳩町農業委員会などで組織される「斑鳩の里・
農と食の活性化プロジェクト推進委員会」が丹精込
めて栽培した菜の花の種を搾った菜種油と、安堵町
の伝統産業である灯心ひき技術を継承されている灯
心保存会が製作された灯心を法隆寺へ奉納しました。
　菜種油と灯芯は、法隆寺の正月の伝統行事「修正
会（しゅしょうえ）」で灯明として使用され、農業
の営みが伝統行事の継承へと繋がっていきます。

　スポーツの日に４年ぶりとなるマラソン大会「第１回いかるがの里　聖徳
太子マラソン（ファンランの部）」を開催し、284人が参加しました。
　参加者は、爽快な風を感じながら、楽しく完走していました。
　大会結果は次の通りです。

　斑鳩遊学プロジェクト（斑鳩町教育委員会、斑鳩
町文化振興財団、斑鳩町観光協会）による講演会、
映画上映、宮大工体験、法隆寺案内、LaQ独

こ ま
楽作

りなどの、法隆寺地域の仏教建築物について学ぶ２
日間にわたるイベントが開催されました。
　来場者は、世界遺産に登録されて30周年を迎え
る法隆寺についての各界のエキスパートによる貴重
なお話を興味深く聞いたり、宮大工による日本の伝
統の技に間近に触れたりしていました。

①４歳～　
小学生未満

②男子小学生
高学年 ③男子中学生 ④男子一般 ⑤女子小学生

高学年 ⑥女子中学生 ⑦女子一般

１位 津田　蒼翔 １位 石西　悠真 １位 飯干　颯大 １位 川村　直輝 １位 夏目　楓子 １位 村井　　桃 １位 西村　桃子
２位 岡村　日葵 ２位 若井　琉星 ２位 東條　颯介 ２位 若井　一浩 ２位 伊勢　遥香 ― ２位 澤田　美樹
３位 横尾　龍和 ３位 松本　大聖 ３位 東條　朔弥 ３位 三宅　祐介 ３位 浅井　秋璃 ― ３位 浦山　愛加

①４歳～　
小学生未満

②男子小学生
高学年 ③男子中学生 ④男子一般 ⑤女子小学生

高学年 ⑥女子中学生 ⑦女子一般

１位 澤田　大飛 １位 澤田　一輝 １位 北田　　優 １位 田中　和哉 １位 山中みのり １位 皆川七奈子 １位 徳永　七海
２位 山下　陽大 ２位 吉村　大和 ２位 桃北　真人 ２位 酒本　佳英 ― ― ２位 高橋久美子
３位 大山　一葵 ３位 米澤　和志 ３位 西　　哲児 ３位 山本　浩之 ― ― ３位 浅田　典子

▲�左から中西町長、塚原副委員長、澤田委員長、
法隆寺�古谷管長、安堵町のみなさん

▶�

対
談
（
左
か
ら
法
隆
寺�
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谷

管
長
、
大
阪
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立
大
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谷
名
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）

▲ LaQ�独楽作り体験

9/29

10/9

9/30,10/1菜種油の奉納菜種油の奉納

スポーツスポーツのの秋「いかるが溜池でファンラン」秋「いかるが溜池でファンラン」

世界遺産登録30周年記念イベント世界遺産登録30周年記念イベント
『温故知新  日本の建築『温故知新  日本の建築

～その強さと歴史～』～その強さと歴史～』

パゴにっきパゴにっき プラス

・３㎞コース

・６㎞コース


